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1.伝 統 に輝 く歴史

 4世 紀 にわた って7つ の海 に君臨 し、栄 光 の

王座 に泰然 と安 座 した大 英帝国 の黄金 の夢を追

うか の如 く、巨大 な過去 の遺産 が民族 の上 に光

り輝 いて いる ロ ン ドンは、 それ 自体壮大 さと保

守性 とゆるがざ る伝統 とを固 く守 る英 国の シ ン

ボルで もあろ うか。 ロ ン ドンは、石 と煉瓦 の大

建造 物が並 んで19世 紀 を頂 点 と して世界 を圧 し

た栄光 の歴史 が展 示場 の ご とく充満 した都 であ

る。

 若いロンドン子達 は、旧い伝承とは奇妙な異

和感の中に、外では意外 と現代的生き方をエ ン

ジョイ しているが、家庭的には依然として家 は

厳格な城であり、格式の高い居所である。かっ

ては王侯、貴族、保守的政治家、高級官僚たち、

或いは学者 、宗教家、財界の指導者達、 これ ら

を総称 した頂点を占める支配層を呼称する言葉

としての 「エスタブ リッシュメン トestablish-

ment」 の概念が今 や大 きく揺 れ動 きは じめた

のが現代のイギ リス社会であり、それ等を代表

する都市がロンドンである。

 今起 こりつっある静かな革命は、エスタブリッ

シュメントそのものの中に胎動 している伝統や

毛並の問題か ら実力 と能力尊重への脱皮の姿で

ある。ひ しひしと感 じられる過去か ら未来への

大きい変革の波動である。或る人はロンドンを

見て 「斜陽 に映える残光を追って」と表現 して

いるが、黄昏せまる残光 は沈み行 く太陽の肚厳

さを秘 めて美 しい。雄大で神秘である。

 ヨー ロッパ大陸からは、僅か一時間で着 くヒー

スロー空港へといきな り着陸するよりは、大陸

の東端 のフランスの海岸線か らドーバーDover

海峡を渡 って英本土へ足を印する方がはるかに

印象的で楽 しい。海峡の潮流は荒いが波頭をけっ

て異国へ と渡 る船旅の情趣 はまた格別である。
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日本ではこの三月を限りに世界最長の青函トン

ネルが開通して連絡船はその使命をなし終えた

が、多くの人々が本土と北海導とを結んだ青函

連絡船の面影に郷愁を覚えて最後を飾る終焉の

日に乗船客が殺到した。日本と異なり、完全に

国境を異にする二大国を隔てるドーバー海峡こ

そ、幾世紀にも及ぶ多年の懸条であったが容易

に実現できなかった海底トンネル開削に愈々着

工することとなったから、何れは古い歴史を残

す英仏を結ぶ連絡船にも終焉の日が訪れるであ

ろう。国を異にするフランス側の港のカレー、

ダンケルク、ブローニューの何れかを発して約

一時間半を要するこの海峡航路一帯は、古来ヨー

ロッパ大陸とイギリス国土との複雑な国交の枢

機を握った大西洋上最大の役割を果した海域で

あった。とくにカレー、ダンケルクの海浜はノ

ルマンディ上陸作戦を敢行し第2次世界大戦の

運命を決した激戦の地であり特に記憶に新しい

ところ、横断時間僅かに1時間半で真白い白亜

質のブリタニア島の岸壁に車づく。ここはかつ

てシーザーがB C55年にブリタニア上陸作戦を

敢行した地点で、シーザーの『ガリア戦記』に

は「白い国（フルビヨン）」と記されているが、

まさに白瞳々とした絶壁が長々と海岸線をさえ

ぎり高さ375フィートある断崖の上には重々し

くドーバー城が讐えている。

 ドーバー海峡を越え白亜の岸壁を登れば一変

して重厚着実なイギリスの精神風土に触れる。

過去3世紀、世界め政治・経済・文化の中枢と

なったテームズ河とその中心ロンドンをとり巻

く周辺一帯には、あらゆる文化と文明の歴史像

が、おおらかに落着いて誇り高く伝統の力を発

揮し、纏てが牡重で健全なイギリスが近代国家

成立へと進む歴史の姿は極めて複雑である。と

くに王朝の交替、絶対王政形成に至る王位継承

をめぐるランカスター家一派とヨーク家一派と

の封建勢力を二分して激突する30年間のバラ戦

争は、弱肉強食のあさましい姿ともいうべき壮・

絶な死闘である。運命の様々の様相を秘めてテー

ムズ河の流れはタワー・ブリッジの下を蔓な水

量を漂わせつつ岸辺に小波を寄せている。血の

塔の別名で名高いロンドン塔の下を黙々と流れ

去ってゆく。テューダー王朝の成立をめぐって

悲劇の塔の物語は尽きない。母親アン・ブリー

ンと同じように「反逆者の門」をくぐりながら

幸運にも生還したエリザベス1世ぽテューダー

王朝の極盛期を築きエリザベス女王（即位1558

年）として君臨する。かくしてスペインの無敵

艦隊を潰滅したエリザベス時代が到来する。大

英帝国の基礎はここに確立したのである。

2．ユニオン・ジャック

 ユニオン・ジャックUni㎝Jackとは総合

された艦首旗の意味で、イングランド・アイル

ランド・スコットランド三つの国が十字架で青

地の上に赤と斜十字の白の色で重なりあって原

形をつくった英国国旗の呼称である。七つの海

を制圧し、世界に君臨して日の没するところ無

しとうたわれたヨーロッパの王者のシンボルで

ある。1603年にエリザベス1世の没後、スコッ

トランド王ジェームズがイングランド王を兼ね

ることとなって、二国の連合国家が出現した。

もともとイングランドでは、白地に赤の赤十字

旗セント・ジョージ族を掲げ、スコットランド

では青地に白の斜十字を型取るセント・アンド

ルー族が番飛っていたのが、合体したのである。

その後200年を経てイギリス勢力が漸く頂点に

達する頃、アイルランドもここに併合されるに

及び、アイルランドのセント・パトリック族の

白地に赤の斜十字旗が更に重ねられることになっ

た。原形のまま三つを重ねては白い斜十字が消

されてしまうので、赤の斜十字を細く組み合せ

て三つの旗が巧みに総合された。ここに連合王

国の象徴ユニオン・ジャックが定まったのであ

る。かっての大英帝国は第2次世界大戦後は国

連の理想とする植民地解放宣言（1960年）に従っ

て次々と植民地の独立運動が開始され、英連邦

の名称のもとに一大変革が生じた。即ち静かな

る革命は七つの海に浸透し、今日ではイギリス
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は単なる宗主国の地位で留まらざるを得ない体

制へと変った。比較的平和裡に大英帝国から分

離したものは、今でもその国の国旗の左上にユ

ニオン・ジャックを染めぬいている。オースト

ラリア、ニュージーランド、旧カナダがそれで

ある。オーストラリアは青地に白ぬきの南十字

星を配し、ニュージーランドは同じく紫がかっ

た濃い青地に南国の空に美しく輝く南十字星を

四個、周囲を自わくで囲んだ赤色の鮮やかな星

の形で配置した。太洋州のツバル、フィジー2

独立国も元宗主国イギリスとの関係を残した。

カナダの国旗は最初ユニオン・ジャックを左上

に掲げて、赤地に五つのシンボルからなるカナ

ダの国章を配置した。カナダの成立は本来イン

グランド系、スコットランド系、フランス系住

民の団結によって出来た国家で、それぞれの紋

章がその中には細かく面かれていた。下段1／3

には白地に全カナダ国民の象徴であるかえでの

葉が3枚あったが今は1枚葉の旗に変った。激

しい独立運動を経由して漸く独立を確保したイ

ンドの如きは、全くこれらとは国旗の趣を異に

する。ユニオン・ジャックが十字架の組合わせ

であり、その原形は皆守護聖人の名に因んだも

の、その他ヨーロッパの国旗には十字架を形どっ

たものが極めて多い、ここにもヨーロッパの文

化文明の根底に備わる精神的基盤が何であるか

を深く認識する重要な問題が潜んでいる。

3．首都ロンドン

 現在イングランドとスコットランドとウェー

ルズの三国と更に北アイルランドをも加えた共

同体からなっている連合王国が、政治的外交的

にはアングロ・サクソン民族を代表する一国家

の形態をなす英国は、地方毎に文化的・宗教的

生活体験も、背景の自然とそこに生まれた風物

もかなり相違する国家であり、その国土はそれ

程広大ではないのに、意外に田園風景が多く、

山丘地帯や湿原の荒野が至るところに残ってい

て、北へ行けば行く程自然の情趣の濃厚な国土
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に恵まれている国である。

  アメリカを訪れるにはその目的が何であり、

どの都市を訪間するかでおよそ様相が異なって

くるが、それは国土の広大さとあらゆる民族の

融合した人種のルッボであることに由来するに

相違無いとして、ヨーロッパにあって、大陸か

ら離れた小さい島の集まりである筈のイギリス

の風貌は、およそ日本人の予想に反する多元で

多彩な要素をもつ。イギリスには多くの顔と姿

があると表現するのが正しかろう。大英帝国の

シンボルである大都市ロンドンすら、意外な公

園都市として花と緑にうるおっている。他面、

過去の栄光を秘めた石と煉瓦のすすけた建造物

や人々の雑踏から逃避したければ、何時でも気

のむくま㌧にしばし自然の懐に憩う余裕に恵ま

れた国である。春夏秋冬つねに多彩な趣に満ち

たこの国土では、人口800万の大都会ロンドン

ですら、その1／3は建物の無い空間環境で占め

られ緑は豊かであるし、樹林とともに川や池の

水も湖のように豊富だ。

  このロンドンを毎年世界各国から訪れる訪問

客は約1000万人と称される。ロンドンの魅力は

その歴史と伝統の重厚さ、泰然としたゆるぎな

き文化の殿堂であることであろう。われわれ日

本人にとってはイギリスの文化は明治以来の日

本の西欧化の基準となってきたこと、英語圏の

ルーツであること等、その点フランスのパリに

居るよりは遥かに親しみ易く心の安らかさを覚

える。疲れたら憩うべき広々とした美しい公園

に恵まれ、知識の源泉の博物館と美術館の各種

の文化財が、いとも気楽に無料で旅人を迎えて

 くれることにある。

4．国会議事堂Housues of parIiament

 中世以来長年月の間に徐々にイギリスだけに

発達していった立法の府である議会が、予算審

議権をも確保し近代議会の原型が定められてゆ

く。権利章典に基づいて王位継承も議会によっ

て決するというイギリス独特の権威性高き議会
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主義が確立した。イギリス議会制度成立には実

に700年もの久しい歴史を経てテームズ河の畔

に基盤ができたが、議事堂は1834年のロンドン

の大火の後に、後期ゴシック■様式の壮大な構造

で独得の偉容を以て再建された。地形は500年

もの長期にわたる王宮のウエストミンスター宮

の所在地で、四角形ρ建造物の先端にそれぞれ

同形の4本の塔が空高く奮えるヴィクトリア・

タワーのあるところが上院で、頂上に国旗が番飛

り、テームズ河の下流に当る北方のウエストミ

ンスター・ブリッジの側に時計台ビッグ・ベン

Big Benの位置には下院が控える。テームズ

河の対岸から望み見られる広大な見事な全景が

偉容を誇る泰然とした姿はまさにロンドンの象

徴でもある。

 議場内部は国会の閉会中の土曜日には一般の

見学も許されるし、女王誕生日の祝典はこの国

会議事堂で行われるという、他国では見られな

い情景がくり広げられる場所でもある。議会開

会に当って（国旗は開会申掲揚）国王は上院に

だけ出席し演説するが下院へは出場せず、下院

議長の席の前にメースMaceという杖を置く。

これが国王臨席の象徴である。杖が無くては議

会は開かれない。議場内部は意外に狭く．議長席

前の通路をはさんで右側に閣僚と與党、左翼に

野党の座席の古風なべ．ソチが並び、ベンチの前

方24㎝に両陣営仕切りの赤線が真直ぐにひかれ

ている。騒乱の生じた時の境界線である。後輩

議員は後方の立席に立つ。座席間の距離をへだ

てる境界線といい、議場で使用する言葉にも厳

格な禁句があって、相手を感情的に侮辱しない

為の形式的な制度が定められている。議場での

発言に万全の注意を払うためである。世界にお

ける憲政の中枢であるイギリスには、実は他国

にみられる憲法は無い。イギリスではマグナカ

ルタMagna Chartaと権利の章典Bi11of

Rightsの二つの原典が動かすことのできない

精神と仰がれているが何人も読める文体ではな

い。イギリス憲法の内容は毎年変る。例えば

1988年のPar1iament actとして作用する。古

い伝統の中に年々新しい政治が行われる活動力

はここから生れる。老大国イギリスの生命であ

る。

5一ウエストミンスター寺院

  Westminster Abbey

 イギリスには大聖堂Cathedra1が28ケ所も

ある。その中でも最も格式高く歴代の国王の戴

冠式も国王・女王の即位の場もこの寺院内にあ

る。国会議事堂のビックベンとヴィクトリアタ

ワーの西方、ヴィクトリア・ストリートの角に

寺院は建っている。テームズ河から眺めては議

事堂の陰にかくれて全貌が判別しにくいが、遠

く左端に高い二つの塔が望まれるのがそれで、

橋を渡った西岸のトットビル通りからは見事な

2本の太い四角い塔の上空四隅に南北谷4本の

尖塔が立って威容を示す。議事堂と併せて広大

なこの地域一帯はロンドンの象徴とも云うべき

もの。聖堂の中には中央にチャーチル記念碑、

無名戦士への花輪、ニュートン、ダーウィンの

墓につづいて奥は19代に及ぶ代々の王家の墓が

占め、中でもヘンリー7世のは特に大きい。天

井は垂直に切り立ったパーペンディユキラー

Perpendicu1ar式の絶壁をなしている。その下

には700年前の戴冠式に用いられた木製の椅子

が今もそのまま偏っているが、これは幾度か王

座をめぐって奪回されたいわく付きの椅子、興

味深いのは詩人のコーナーでそこにはチョーサー、

ロバート・ブラウニング、テニスン、チャール

ズ・ディッケンス、ワーズワース、エドモンド・

スペンサー、その他音楽家ヘンデル、サムエル・

ジョンソン、更にシェークスピアの像等が残さ

れ、流石に完成まで500年を要した大聖堂の内

部も外観もすべてきわめて荘重である。聖堂が

重要な国家的行事や著名な人物と幅ひろく闘っ

ている点など、諸外国のそれとは大きい相違が

あるのではなかろうかと思いながら大空に聲立

する高い塔を仰ぎみた。
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 テームズ河のタワー・ブリッジTowerBridge

を渡ると、夏目漱石のいわゆる「英国の歴史を

煎じ詰め……幽光を20世紀の上に反射する塔影

が幻の如く描き出される」と記した1五世紀以来

宮殿としてはヨーロッパで最も古く、二重の堅

固な城壁で囲まれ城塞であり、牢獄、それも異

様に陰惨な数々の悲劇にくすんだ暗港たる幽閉

の門と扉にとざされた刑場を避けて通ることの

できない宮殿がロンドン塔である。中央にある

ホワイト・タワーには甲冑武器のコレクション、

ウェーク・フィールド塔には戴冠式用の王冠、

世界最大のダイヤモンド入りの王笏は華やかで

ある。がおよそ血なまぐさい英国歴史の数々を

秘めた館である。世界何処も権力の座をめぐる

争奪の悲話は絶えないが、英国王朝史には特に

それを強く感ずる。フランス革命には4000人の

血で染まったコンゴールド広場よりも一層に強

く往時を偲ばせる場所である。城塞の構造は広

大でかつ堅固、その名の如く多数の塔が様々の

形をして林立して河畔の一角を占めている。

7．ウィンザー城Windsor Castle

 ロンドンの中心部からテームズ河を遊覧船で

逃れば50分、汽車でもバスでも気楽に見学が楽

しめる王室の離宮である。ロンドン市内にはバッ

キンガム宮殿、ケンジントン・パレス、セント・

ジェームス・パレス、郊外にはハンプトン・コー

ト・パレス等と並んでウィンザーは城塞である

とともに850年間も国王女王の居城となって親

しまれた最古の居城として名高い。エリザベス

女王はバッキンガム宮殿よりもウィンザー城を

愛好されここに住まわれることが多い。女王滞

在時は城郭中央のラウンド・タワーに英国王旗

が番飛ってイギリスらしい情趣の漂っている城郭

であり、規模最大の堅固な城塞でもある。城内

のセント・ジョージ礼拝堂はその豪華絢燭たる
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内装で名高く、また毎年6月にはエリザベス女

王やエジンバラ公等の王族が全員参列して行う

ガーター勲章受章者の行列の偉容誇る豪壮極り

ない行事も、古典的な儀式を好む英国王家の恒

例の祭典として名高い。

  ウィンザー城の全貌は、歴史的沿革を逃れば

実に11世紀に遡り、以後19世紀にかけては歴代

の国王、女王が城の改築・増築を重ね、年代別

に様々の様式の建造物の集った極めて堅固な城

壁と尖塔で守られて世界最大の王室居城と称さ

れるまでに規模が拡張された。城の南は広大な

ウィンザー森林公園からなり、その緑地一帯を

ザ・グレート・パークと呼び面積2000ヘクター

ル、周囲23㎞の広大な規模からなっている。バッ

キンガム宮殿とは異って一部宮殿内へも入れる

が、ここでも行われる衛兵交代は万人が見て楽

 しむ一種のショーと化してきた。旧時代の王家

の面影を伝える行事であり国民に親しみと楽し

みを与える業と観てよい。ウィンザー城はウイ

 ンザー一帯の自然環境が国民の憩いの場であり

楽しい遊園地である。日本で例えれば明治神宮

外苑か、伊勢の内宮外宮の神域がもっと一般化

 した雰囲気から成り立っていて、城廓には女王

の屠られる期間だけ国旗が番飛っている趣等まこ

とにイギリスらしいと思った。イギリス女王と

国民や国家との関係のおおらかさを微笑えまし

 く感じた。

8．大英博物館British Museum

 ブリティッシュ・ミュージアムは18世紀の頂

点に立ったイギリスが法令によって創立した博

物館として世界最大を誇るもの、1753年6月イ

ギリス国会で議決され1759年1月15日を期して

華々しく開館された。アン女王付きの典医ハン

ス・スローンは当時の碩学の誇れ高く、動植物

や鉱物の標本と書物の収集家として著名であっ

たが、彼の残した各種の多量な資料と標本のコ

レクションを一括してそこに保管する事業から

開始された。およそ博物館や美術館又は資料館
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が小型方式の部屋からなるキャビネット方式と、

細長く整然と並び明るい採光の下にきれいに陳

列させるギャラリー式の館の方式との二種類の

類型で発達するようになるのはおよそ17世紀以

後のことで、最初は国王や諸侯等が個人の財宝

を自己の邸宅の中に保管したもので一般に公開

されることはなかった。大英博物館の創設によっ

て18世紀以後は「公開の原則」が打ち出され、

最初に大英博物館がそれを実行した。

 大英博物館の所蔵品は極めて幅ひろい分野か

ら集められた移しい数量の物品が展示されてい

るが、当初からギリシャのパルテノン神殿から

外交官であったエルギン伯爵（1766～1841）に

よって運び出されたエルギン・マーブルや、ナ

ポレオンのエジプト遠征の際に従軍した考古学

者により発見された発掘品等・名高いロゼッタ・

ストーンRosettaStoneやアッシリア、バビ

ロニアの貴重な古代の遺品も並べられ、全世界

の美術工芸品、重要な図書文献、各種の学術的

資料等実に広範囲の領域からの出品が網羅され

ている。

 古代・中世の東西の世界の彫刻・美術の広汎

にわたる蔵品の価値は、フランスのルーブル美

術館とも対比される。博物館としての蔵品の種

類と数では、美術館であるルーブルをも凌ぐ世

界最大の規模のコレクションからなる。圧巻は

その中央にある附属図書館で、常に30，000冊の

本が閲覧され、ここでカール・マルクスが読書

に没頭しっいに資本論を執筆したところである。

図書館の規模は世界第一で蔵書数は700万冊、

新聞40万部と称せられている。全館を詳しく見

学するには一ケ月を要すると云われるが、簡略

に主要な展示物を紹介すれば、正面玄関を入る

と直ちに左手には名高い古代エジプト王朝の彫

刻群が揃い、これに並んでアッシリア、バビロ

ニア、ギリシャ、ローマの順序で驚く程見事な

数々の遺品が列べられている。一階の入口を右

手にまわると、イギリス統治の精神的原典であ

り魂と云われるマグナカルタMagna Charta

（大憲章1215年）が大きいガラスケースの中に

収められている。二階には、エジプト、ギリ

シャ、ローマ、インド、中国、マヤ文化の順位

に飾られた地球上存在したあらゆる文化圏の著

名な逸品が整然と並んでいる。日本からの出品

としては浮世絵や日本刀等同種の物は日本に残っ

ていない逸品が収納されている。

 ロンドンの博物館・美術館等で有名なものを

挙げれば、ヴィクトリア・アルバート博物館や

国立肖像美術館、地質自然科学博物館、自然博

物館、科学博物館、ロイヤル・アカデミー、テー

ト絵画館、ナショナル・ギャラリー、ロンドン

市交通局博物館、英国空軍博物館、ロンドン博

物館、ウォーレス・コレクション、ロンドン・

ダンジョン、マダム・タッソー等フランスのパ

リと殆ど匹敵する多数の美術館・博物館で充満

している。純然たる美術館としてはパリ、幅ひ

ろい博物館としてはロンドンであろう。イギリ

スの博物館は所によっては異種のものが軒を並

べて建造され、しかも無料で一般に公開されて

いるものが多く、外国人でも気軽に入場し易い。

筆者はロンドン大学のアジア・アフリカ研究所

の研究室の中で、古代バビロニアの貴重な壁画

がそのまま運び込まれて公開されているのを多

大の関心を懐いて鑑賞した記憶がある。いわば

霧にかすむロンドンはすべてが文化と歴史の殿

堂である。

9．オックスフォード大学Oxford university

 ロンドンの西北方80㎞の地点にあって、学都

オックスフォードが活気づいたのは古くも13世

紀に遡る。学問、宗教、商業の中心地となった

小都市Oxfordは、イギリス最初の学園都市

として多くの著名な学者、政治家、文化人を生

んだ。大学は12世紀にはじまり1249年に最初の

Co11egeができ、1264年にはマートン・カレッ

ジ、モードリン・カレッジ、クライストン・カ

レッジ等、30余のカレッジと世界最古のボドリ

アン図書館とアジュモリアン博物館が主体となっ

て建造された。
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 オックスフォードが大学都市として一段と栄

えた大きな理由は、イギリスの王室の重要な拠

点となり、議会に対立して政治上複雑な関係に

あったことが成長の特異の背景となっている。

ロンドンが議会派の拠点として大英帝国の偉大

な中核であって約4世紀間内外に君臨した首都

として著名であるのに対して、オックスフォー

ドは国王の居所であり、もっとも古い歴史と伝

統を誇る高雅な雰囲気の大学都市として発展す

る・オックスフォードの町の中心を東西に貫通

するハイ・ストリートと、クゥイン・ストリー

トに対し、南北にはコーンマーケット・ストリー

トとセント・オールディックスの通りの4本が

カーフアックス通りの角の交差点で結ばれる。

ここには名高いカーフアックス塔が立っている

がこの地点がオックスフォード旧市街の中心地

であり、古い塔の時計がまことに印象的で万人

の注意をひく。ハイ・ストリートの両側の南と

北には沢山のカレッジがずらりと並び壮観であ

る。ここから市庁舎を左に見て南下すればクラ

イスト・チャーチのカレッジとキャンパスが長

く続くが、ここが本来はイギリス国王の居所を

なす館であって、中心にクライスト・チャーチ・

ホールが控えている。オックスフォード議会が

1644年に盛大に開かれた場所はこのホールであっ

た。今日でも当時のままの面影は残されている。

テームズ河の中流はこの南側を流れ国王軍の守

りである西と南の防衛線を形成していた。テー

ムズ河の中流地点に現在あるオックスフォード

大学のボート部の練習場一帯が昔の王党の軍の

重要な防衛線であった。左手にはモードリン・

カレッジの高い塔と更に南へ下ればマートン・

カレッジの建造物がつづくが、ここは実は王妃

の居所として王家のもっとも重要な館であった。

 現在の大学の建物は中世のゴシック式建築で

できた30余のカレッジからなり、そこには斗500

名の教師と10，000名の学生が男子29・女子5・

合計34のカレッジで学んでいる。各カレッジに

は壮厳な礼拝堂と学寮とが完備され、師弟は寝

食を共にする制度がしかれて、本来ここで学び
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うる学生は貴族や特権階級の子弟であり、それ

らの人々の生活体験に相応しい学舎として発達

する。後に出来るケンブリッジ大学と並んで、

イギリスの指導層の育成に当ってきた独特の学

舎である。1979年からはセント・アントニー・

カレッジに日本の経済社会を研究するための日

本研究コースが設置され日本研究に非常な熱意

を示している。日本の天皇・皇太子の訪間され

た大学もこのオックスフォードである。英国を

訪れたらロンドンから僅か80㎞のこの大学都市

を一日ゆっくり見学すべきである。一般の外来

者も、講堂と寮と食堂以外は自由に見学するこ

とができる。日本の大学のように特定の大学人

だけのキャンパスに縫って、一般社会人の自由

な入場がしにくい校門が控えている訳ではなく、

社会から別段隔離されてはいない。市民生活が

親しく学生生活と交わっている点はヨーロッパ

の殆どの大学の特徴である。本来イギリス人の

風格として、保守と伝統を重んじ、権威性ある

重厚で秩序正しい精神風土を憧れる国民性にま

ことに相応しい大学環境であると思った。ロン

 ドンの中央にあるロンドン大学は学生数54，000

もの大世帯だが、更に気楽に一般市民が親しみ

易かった。ロンドンからは反対方向にオックス

フォードと対比して出来たケンブリッジ大学に

おいても同様な感覚で訪間することができた。

10．ケンブリッジ大学Cambridge University

 ロンドンの北方90kmの田園に東西南北9㎞、

人口僅か10万の小さい大学都市がオックスフォー

ドの紛争によって生れた。約2000名の教師、研

究員と、11，000余名の学生が29のカレッジと6

種類のFoundationからなる組織のもとに4

つの神学ホールを主体にして、オックスフォー

ド以上にいとも壮麗で典雅な風貌の見事な建造

物が林立している大学がケンブリッジである。

このキャンパスは広大な芝生と生い茂った大樹

に囲まれて、校庭の中央を流れるCam川の流

れに沿って実に美しい環境空間の落着きがたま
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らなく魅力的に迫る広大な敷地の大学である。

広大さから云えば日本の筑波大学は一番巨大で

あろうし、アメリカのカリフォルニア大学等も

全分校を合せれば驚く程広大ではあるが、大学

環境の美しさから云えばケンブリッジが世界第

一のキャンパスと見るべきではなかろうか。平

坦ではあるが広々とした校庭と校舎のコントラ

ストがまさに絶景である。大学の創立は1209年、

オックスフォードから分離して一部がここへ移

転して出来たので、最初にConegeが創設さ

れるのは1284年のことである。古い伝統を重ん

ずるイギリス流の人間教育の特質として、初め

から学寮が完備された点もオックスフォードと

同様である。現在では男子13、女子4、男女共

学12、合計29の学生寮に学生生活は集中され極

めて規律正しい品位の高い生活環境を守りつつ

学び、ここでこそイギリス風のgent1emanの

風格が養成されてゆくものと思われる。中でも

著名なのは天文台、スコット南極研究所、アフ

リカ研究、アジア研究、ラテンアメリカ研究等

の研究センターが完備し、留学生も現在約1000

名を数える。イギリスのCo11ege Iifeの制度

のもとで、女王エリザベス2世も、プリンス・

エドワードもJesus Conegeで学んだ。神聖

とも云うべき典麗そのものの象徴であるキャン

パスの直ぐ前は、10万市民の都市生活の必需品

を売る露店が立ち並んで賜わっていた。ここに

も時代の推移をつよく感じた。

 ケンブリッジのキャンパス内でとくに印象深

いものは林立した高い尖塔と小塔の群像、芝生

の大運動場と色々の形の中庭のたたずまい、カ

ム河水辺の心なごむ風情とともに、何人も必見

の価値あるものとして植物園（Botanica1

Gardens）の美しさを推奨したい。

11．ハイド・パークHyde Park

 ロンドンの中心に大きな公園が7つある。一

人当りの緑地比率が世界第一と云われるロンド

ンで万人の安らぎの場所としてどこが一番相応

しいか、人その人によって美的精神的感覚は異

なる。バッキンガム宮殿に面してウエストミン

スター寺院や国会議事堂に近い中心地で、溢れ

る程の咲き乱れた花々と可愛らしい掌に乗って

くる小鳥の群で人々を喜ばせてくれるセント・

ジェームズ・パークも皆に愛好されるが、広大

で自然の美しさをもっとも雄大に、西端はケン

ジントン・ガーデンとも連なって大都会の雑踏

から完全に分離し、大空の色と漣寄せるサーペ

ンタイン池の水とが遠く一線を画して連なり、

周囲は見渡す限り緑の芝生に包まれた270万平

方m（ハイド・パーク160万平方m、ケンジン

トンガーデン110万平方m）の景観は自然公園

として最高に評価したい。

 夏の緑濃き見渡す限りの大樹の繁みも見事な

れば、秋の紅葉した落葉樹林の風情もまた一入、

筆者が一番愛好する景色は春まだき早春、朝露

の中に暁の曙光に映えて静かに全貌を現してく

る落葉樹林の遠く連なる幾重にも重なった並木

路の遠望である。東雲の陽光は紫に紺青に黄に

萌黄た薄青色に変幻万化しつつ霧のロンドンの

晴れ渡ってゆく様相である。人と犬とがあちこ

ち散歩しはじめる頃には、もうこの美しい景観

は姿を消して現実に帰る。雲たなびく早春のハ

イド・パークの落葉樹林の梢程、自然の美しさ

を幻想的に大気の中に漂わせる情趣は他の公園

では見ることはできない。この公園で忘れられ

ない業績は、ヴィクトリア女王時代の1851年5

月に、第1回万国博覧会の会場としてイギリス

の工業力を駆使し、近代産業の真価を余すとこ

ろなく発揮して産業技術の先端をきり、イギリ

スの偉力を世界に誇示したという事である。万

国博の開催されたことは、全世界の人々に国際

協力の重要性を身を似て示したことで、ロンド

ン万国博を契機に世界にはその気風が張り、

1853年にはニューヨークで、55年にはパリにて、

62年には再びロンドンで、67年には再びパリで

万博が相次いで世界の重要都市を巡回しつつ今

日に至ったことも明記したい。第1回のハイド

パーク博では、鉄とガラスの大宮殿全長563m
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の水晶宮がクリスタル・パレスとしてこの広大

な大会場を圧した光景等歴史に残る快挙であっ

た。

12．ストーン・ヘンジStone Henge

 イングランドの最古の石器時代の代表的遺石

ストーン・ヘンジStonehe㎎eは環状列石と

して特に著名である。ロンドン西南、イングラ

ンド最南端ウィルトシャー少卜1に残っている巨石

記念物で、中央に祭壇石、周囲を四重の列石が

並び、石には穴の列が三列重なり合い、その外

側には溝が掘られている。環石の広がりは北東

方向に開き中央にヒール・ストーンと呼ぶ石柱

が配置されている。祭壇とヒール・ストーンの

頂点を結ぶ線の上に真っ直ぐに夏至の太陽が昇

るという、天文学的、暦学的機能を果した遺構

で、中には墳墓にも関係があったとの諸説があ

る・同種のものに北西フランスのカルナック列

石、インド、朝鮮、シベリア、日本の秋田の大

湯環状列石等が名高いが、その中でも特に著名

なソールズベリー附近のストーン・ヘンジの得

難い写真を借用したので、新石器時代のイング

ランドの姿をも一筆加えた。この大国の遠い歴

史を観るとき、限り無く去来する想念の一角に

石器時代の面影を偲ぶ思いにかられたのも、国

の巨大さのなせる業であろうか。
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『世界の旅イギリス』河出書房

藤野年雄『大英博物館』岩波新書

田村秀夫『イギリスの旅』三修社

田村秀夫『ヨーロッパ歴史の旅』三修杜

『ヨーロッパの旅■』ブルーガイド海外版

水野潤一『ヨーロッパの教養旅行』白陵社

田村秀夫『イギリス革命歴史的風土』中央大学出版

部

         付 記

 写真およびこの論文I．■．I皿．1V．Vいずれも

イギリスとインドに多年留学していた歴史学専攻の

長男古川学の作品をも借用した上その監修をうけて

完成したことを附言する。筆者の専攻は法学・政治

学・社会学という社会科学系列であって歴史の専門

ではないが、研究の必要上世界各地を歴訪した際、

学術書というよりは旅行記に近い文脈でヨーロッパ

社会に関する文化・文明像が軽い構想として描かれ

たのが・以上5冊をつづけたヨーロッパの歴史を通

してみた文明観である。内容に誤記のないよう監修

させた。
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くテームズ河東南の対岸よ
‘』眺めた国会議書堂の全

景、左に旗の調っている
開会中の上院、右端に日i唐

目的、ウエストミンスタ

ーは上院の左の木陰にみ
える白い塔
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 く大英博物館｛
 日ritish Musoumの玄関

 の塔

くウィンザー城WindsorC鵬出
自製の下に聲える城館が連る

ロンドン塔
Towor of L㎝donの外貌〉



くテームズ河の北岸、ウエストミンスター・フリッジ

 の北面に立つ国会議集堂下院の時計台助目㎝
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口■ヤル・アルバート・ホール
ロンドンO夫の劇場、1867年に
ヴィクトリア女王によって建て

られたもの日その特徴のある外観

くケンジントン・ガーデンωヴィクトリア・

 アルバート記念塔



く大美植物腕ギリシャ語の高品
ギI」シヤ襖讐
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くオックスフォード大学
 O■ford uni冊畠itソの世界最古の

 ボードリアン図書館

軸羊曇戯

くケンブリッジ大学
Co而bridgo uni｝or昌i岬

St。」ohn’s Co一■og目の学生寮と

芝生の敷きつめられた広夫な

キャンバス
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 Londonun～研s～のアジア・
 アブー」カ研究学院の陳列棚
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